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	AI×社労士から起こる、社労士業界のAI革命
	VOL.

	「HALZさん」の業務改善
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	NOW&FUTURE
	課題： 「HALZさん」がより精度の高い回答を出すためにはどうすればよいか？
	「HALZさん」の現状

	目標：「HALZさん」の回答できる範囲の拡大と質の向上！
	効率的に改善するために、AIを活用したシステムを構築！
	成果内容
	回答できなかった質問を自動でリストアップする。
	参考資料からAIが分析し、回答の改善を進める。
	橋本さんからの評価  　現在のチャットボットの課題を綺麗に整理して、強化するべきポイントをロジカルに決定していた点がとても良かったです。どのチャットボットにも感じる「おしい」感じを見事に言語化してどうするかを優先順位をつけて的確な対応策を提示していたところに驚かされました。

	iii HALZ
	吉本さんにインタビュー

	NOW&FUTURE
	Q1. プログラムに参加する前と後でHALZの印象は変わりましたか？
	　社労士事務所と聞いていたので参加前は少し恐れ多い印象がありました。また社労士業務とAIがどのように結びついているのか、全く想像ができませんでした。しかし実際に参加してみると社内の温かい雰囲気に心地よさを感じていました。質問に丁寧に答えてくださり、休憩中などにも気軽に声をかけていただけることがとても嬉しく、働きやすい環境だと感じました。

	Q2. プログラムで直面した課題や学んだことはありますか？
	　人と関わることの大切さを学びました。個人作業が中心の実習でしたが、周囲からアドバイスをもらうことで、これまでになかった視点や解決策を得ることができました。一方で自分の考えを相手に正確に伝えることが難しかったです。認識のずれが生じることもあり、相手に伝えるための言葉選びには苦戦しました。その経験から相手の立場に立って考える姿勢や、丁寧に言葉を選ぶ力の重要性を実感しました。今後は社会でも通じるコミュニケーション能力をさらに高めていきたいです。

	Q3. この経験を将来どのように活かしていきたいですか？
	　AIには大きな可能性がある一方、リスクも伴います。例えばAIを活用することで一つの考えに固執しやすくなる場面は、IoT分野をはじめさまざまな分野で起こり得ると学びました。将来どのような業務に携わるとしても、一つの考えにとらわれず、トライ＆エラーを重ねながら仮説を立てて多角的な視点を持って取り組む姿勢を大切にしていきたいです。

	Q4. どんな人にこのプログラムをお勧めしますか？
	　AIに興味がある人や、実践的に学びたい人におすすめです。自分もAIが専門分野ではないですが、AIの可能性といった基礎的な部分から学び、仮説を立てて解決策を考えるプロセスを段階的に経験することができました。知識がなくても安心して参加できると思います。
	編集後記
	　吉本さんの言葉から、HALZの温かな雰囲気と、実践を通じて得た学びの深さが伝わってきました。AIと人の協働を考える姿勢や、多角的に物事を見る大切さはこれからの時代にますます求められる力です。今回の経験が実習生の未来をさらに広げる一歩になることを願っています。
	担当：小池
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